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講演会

渋沢敬三と民族学博物館

国立民族学博物館教授　近藤雅樹

(1)は じ め に

代表の高 田 さんか ら、最初 にお話 をいただいたの

は、約1年 前 だった と思い ます。 みな さんがおつ く

りにな った報告集 を拝見 しま して、非 常によ くお調

べ にな った内容 に驚 き ま した。 私 と一緒 に アチ ッ

ク ・ミューゼア ムの 同人たちの仕 事や コレクシ ョン

の中身 を調べ て くれ てい る仲間たちの分 も、ぜひ、

ほ しい と思 って、 卜数冊 を購 入 しました。 それが、

ご縁 の始 まりで した。

最 初は、軽 い気持 ちでお 引き受 け しま した。保谷

は、 日本 の民族学 の原点が あった場所 です か ら、私

自身 、 も う一度 、訪 ねてみたい と思 ってい ました。

やがて 、 日も迫 ってきたある 日、今度は1民 族学

博物館 の記念碑 を建てます｣と い うお便 りをいただ

いたのです。 もちろん、即座に1喜 んで｣と 、お答

え しま した。ハ イ。 ところがです……。

数 日前 で した。今度は｢記 念碑の除幕式で ごあい

さっ を｣と いわれ まして……。

｢これ は、大変だ!｣

早速 、館長室に出向いて相談 に乗 って もらい ま し

た。

す る と、須藤館長 は、

｢保谷は、われわれの博物館の母体が あった ところ

じゃないか。 何 としてで も駆 け付 けない と。でない

と、 ご先祖様 に合わせる顔 がないよ｣と 。

そ こで、祝辞 は館長に まかせ ておいて、私の ほ う

は、招待者席の前列で、小 さなデ ジタル カメラを片

手 に、 キ ョロキ ョロしてい ました。

私 た ち、国立民族学博物館(み んぱ く)の ス タッ

フに とりまして は、市民のみな さんの手 でこの よ う

な立派 な記念碑 を建てていただいて、本 当に、感 謝

にた え ません。 どうも、あ りが と うございま した。

(2)ア チ ック ・ミューゼアム

本 日の講演 は、み なさんに楽 しんでいただけそ う

な組み立 てに して います。

スク リー ンに映 し出 している この写真(15p左 下)

講演会で

が渋沢邸です。いまは、青森県の三沢市内に移築 さ

れていますが、以前は、都内港区の三田綱町にあり

ました。慶応大学の近くです。少年だった頃の渋沢

敬三が、数人の友だちと一緒に研究活動を始めた場

所は、最初は、渋沢邸内の、玄関脇にあった臨否兼

馬車庫の屋根裏部屋で した。その後、民俗学や水産

史などの調査研究を本格的に進めるようになると、

収集 した資料や文献な どを保管し、活動拠点とする

ための建物が、当然、必要になりますので、母屋の

そばに木造2階 建ての建物をつ くりました。この写

真でいいます と、向かって左側にその建物があった

のです。

新築 したアチ ック ・ミューゼアムの1階 には、囲

炉裏をきった集会室があり、ここで談論風発、とき

には、遠来の同人たちが飲食付き無料で寝泊まりを

していくこともあったそうです。2階 が民具の保管

庫、そ して、お魚が大好きだった敬三は、2階 の南

側のいちばん日当たりがよくて広い部屋に、熱帯魚

を飼 うための水槽を置いて、使用人や書生たちなど

に、毎 日、その世話をさせていました。のちには、

その部屋も収蔵資料などでいっぱいになって、お 日

さまが見えなくなってしまったようなのですが……。

そんな木造2階 建ての建物から、保谷の民族学博物



館に資料が寄贈 されたのです、,

その ときの民族資料の数は、ほぼ1万 点あまりと

考えられています。そ して、同人のなかの若い人た

ちを何人か選んで送 り込み、資料の整理、また国内

外での調査研究に、活動資金を提供 し、大勢の研究

者を育てていったのです。

保谷の民族学博物館のことは、民族学者のなかで、

誰ひとり知 らない者がいない。そ ういう意味で、こ

こは、記念の地です。で、たくさんの資料 と一緒に

送 り込 まれたアチ ック ・ミューゼアムの同人のなか

で、いちばん活躍 したのが宮本馨太郎で した。 まだ

立教大学の予科の学生だった頃から、お とうさんの

宮本勢助、この方は、服飾史の方面などで高名な先

生でしたが、そのおとうさんと一緒に、アチ ック ・

ミューゼアムに出入 りす るようになりました。やが

て、遠からず して、渋沢敬 三にその能力を高 く評価

されて、いろいろな場面で重宝 される存在になって

いきます。台湾に派遣された り、アイヌ調査に出か

けたりと……。

宮本馨太郎は、映像技術にも長けていたので、探

訪の際には、よく敬三愛用の16ミ リカメラを預け

られ ました。民族学博物館の維持が困難になって、

資料を国に寄贈すると決まったときも、最後まで尽

くされ ました。後には、文化庁の前身である文化財

保護委員会の委員 となられ、民俗文化財を担当され

ました。

文化財保護i委員会では、アチック ・ミューゼアム
し ラ アロ お つつ ト ノ や ま

が作成 した 『蒐集 物目安』や、その後、さらに整備

された 『民具蒐集調査要 目』に示された民俗資料の

分類、つまり、衣食住や生業などとい う分類ですね、

それを、文化財保護行政のなかで定着させるとい う、

地味ですが、後の世に対 して非常に有益 な仕事をさ

移築後の渋沢邸(講 演資料のスライ ドショーから)
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れました。 これは、現在も民俗資料の分類基準とし

て、文化庁による指導のもと、多くの歴史民俗博物

館などで採用 されています。本 日、この会場に、ご

子息の宮本瑞夫さんがお見えになってお られ ます。

当時のおとうさんのご苦労を身近で見てお られまし

た し、保谷の博物館でも、お手伝いでいろいろとお

仕事をなさったそ うです。

(3)ま ぎれこんだ｢モ ノ｣

アチ ック ・ミューゼアムに集められていた何万点

とい う民具が、保谷に運ばれてきました。そ して、

あるものは民族学博物館の展示資料 となり、あるも

のは収蔵庫に配架 されて、1939(昭 和14)年 の開館

に大きく寄与しました。 しかし、じつは、保谷には

届かなかった資料も若干あったのです。同人の何人

かが、たとえば出講先の大学などで｢民 俗資料 とは

こんなものだ｣と 説明するために、サンプル として

持ち出す ようなことがあったのかもしれません。そ

れは、保谷から文部省史料館を経て、大阪の国立民

族学博物館に届いてなければならなかったはずの資

料なのです。でも、届いていない。他所の機関でそ

の所在が確認 されている資料も少なくありません。

さらに、文部省史料館には、もう一つ別の資料群

が寄贈されました。実業史博物館建設のために収集

されていたものです。 これ も、渋沢敬三がつ くろう

としていた博物館のために集められた資料です。 こ

れらは、古道具商から購入する際に、敬二が 自ら品

選びを していたということです。実業史博物館は、

竣工 したものの、戦禍により頓挫 してしまいました。

現在、それらは、立川市に移転 した国文学資料館の

所蔵になっています。そして、本来なら大阪のほう

にきていなければならない資料が交 じっていました。

た とえば、豪華な染付の1万 祝着(マイワイギ)｣で

す。これは、漁師たちの晴着で、大漁祝などに着ま

す。保存状態もすばらしい、非常に貴重なものです。

でも、登録済みなので、今 さら管理替えするのは、

手続きがやや こしくて困 ります。

逆に、われわれの側にあってはならない資料とい

うものも、紛れ込んでお りました。その一例が、宮

本記念財団の登録票が結びつけられていた｢足 半草

履｣で す。最近、未登録の資料の調査カー ドを点検

していて、4足 あることに気がつきました。宮本瑞

夫先生にうかがいますと、まだ十数点あるはずだと

いうことでしたので、もっとよく探 してみなければ
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いけません。国立民族学博物館に管理替 えされてか

ら30年 以上たちましたが、まだ半分近くは整理が終

わっていませんので、そのなかから、これか らも、

いろいろと不思議な資料が出てくるのだろうなあと

思っています。

保谷の民族学博物館には、管理人として、家族ぐ

るみで住み込んでいた人たちもいました。その人た

ちが普段に使っていた生活用品、つまり、博物館 の

資料 じゃないものも紛れ込んでいます。唐木夫妻に

赤ん坊が生まれたときに入手 したとい う記録 と照合

できそ うな藍染の蚊帳は、状態のよいまま、継ぎの

風呂敷に包んだ状態で残っていま した。私物は、他

にも、学生証な ど、さまざまなものが紛れ込んでい

ます。それ らを見ていると、戦中戦後の、本当に大

変な時期に、わずかな人手で、必死な思いで資料を

整理 し、寄付にこぎつけたのだなと、わか ります。

大阪万博跡地に国立の民族学博物館ができると

きまった ときにも、これらの資料は移 し替えられま

した。大きな移動をするたびに、資料の点検 と登録
か し

には、 どうしても、蝦疵がついてまわるものなので

すね。それを完全に防ぎきることは、できないので

す。急いでいるときは、なおさらです。

今、私たちは、それ らの有無を、保谷時代の資料

台帳 と照合 して、1点 ごとに、くりかえし確かめな

がら、登録に向けて整理を進めているところです。

徐々に全体像がはっきりしてきてはいます。こち

らの標本資料 として登録 した当時にも、単純な入力

ミスがあった り、人名などを読み違 えていた り、資

料の取 り違 えがあった りということも、わかってき

ました。でも、まあ、まだ、だんだんと……ですか

ね。もとのに復元 しようと、私たちは、これまで10

年 ぐらいかけて見直しをやっているところです。

先ほど、渋沢雅英 さんか ら、敬三没後50周 年の

記念事業に関するお話があ りました。その ときまで

には、なん とか、もっとはっき りと、アチ ックおよ

び保谷の博物館の、どちらも、かつての全体像を少

しでも多 くあきらかにして、みなさんの前に公開で

きるよ うにしてまいりたい と思ってお ります。

(4)つ く り 、'はぐ く む

渋沢敬三が設立に関与 した博物館の数々のなか

で、最初に結実 したのが、保谷の民族学博物館で し

た。そ して、それは、日本で最初の野外博物館でも

あ りま した。現在、大阪の豊中市にある日本民家集

16

落博物館が、ホームページで｢日 本最初の野外博物

館です｣と うたっていますが、実は、それは間違い

なのです。間違いなのですが、その開設当初には、

例によって、渋沢敬三がずいぶん支援 したのです。

敬三は、公職追放が解ける頃か ら、研究活動も、

財界での活動 も、活発化 させますが、もう｢渋 沢財

閥｣と いわれた当時ほどの財力はあ りません。それ

でも、敬三恩顧の財界人たち、研究者たちが、ずい

ぶん大勢いて、その人たちの協力もあって、その博

物館も実現をみま した。最初は、合掌造 りの移築民

家1棟 だけで したが、今は14～15棟 くらいにまで増
ナ いしずえ

えま した。渋沢敬三とい う人は、博物館の 礎 をつ

くることに、生涯、惜 しみなく労力 と資金を奉げ続

けた、そうい う人でした。

民族学博物館 と実業史博物館の建設 は、『渋沢栄

一伝記資料集』の刊行 と並行 して進められていま し

た。伝記資料は、文字や図表などで表す印刷記録で

あるのに対して、民族学博物館 と実業史博物館は、

それぞれ実物の標本資料、実際の商業資料 ・産業資

料を網羅 してビジュアルに訴えかけることに主眼が

おかれていました。そ して、これら二つの博物館構

想のうち、一方は、いわば手弁当で部分公開をはた

しました。他方、龍門社の事業として竣工までこぎ

つけたものの、戦況の悪化で中断を余儀なくされた

実業史博物館は、幻の博物館です。さらに、もう一

っ、敬三がつくりたいと念願 していた博物館があり

ま した。延喜式博物館です。

これは｢延 喜式｣を もとに、なかでも水産物に関

する記録を中心に、古代 日本の生活文化を復元 して

みたいと、敬三が心のなかで温めていたものでした。

でも、亡くなるまで、ついに具体的な形になるもの

がほとんど何 もないままに、見果てぬ夢 となりま し

た。

民族学博物館がそ うであったように、また、実業

史博物館の再興がはか られているように、延喜式博

物館も、今後、どなたかが、敬三の夢を継 こうとさ

れるかもしれません。博物館とい うものをとても大

切に思い、その重大さを強 く認識 していま した。渋

沢敬三 とは、そ うい う方でした。では、博物館に対

する強い思い、深い理解は、どのようにして芽生え

てきたのでしょうか。

一つには
、生物学者を夢見ていたお魚大好き少年

だった頃からの夢、その夢 をかなえるための具体的

な姿の表れが博物館だったのでしょう。私は、そ う
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思 ってお ります。そ して、博物館 とい う存在が強 く

意識 され たの も、 旧制 中学校時代 の、友だ ち数人を

集 めて｢博 物館 ごっこ｣を 楽 しんでいた時代です。

それが、 アチ ック ・ミューゼ アム と名づ けた ささや

か な空間 で した。渋沢敬 三の博物館建設に懸 ける思

い の出発点で した。

仙 台にいた 二高時代 と、横浜正金銀行 ロン ドン支

店へ の赴任 中は、アチ ック ・ミューゼアムの活動 は

中断 しますが、敬三に とっては、赴任 中の ヨー ロッ

パ諸国歴訪 と、 スエズ運河 を通 って ロン ドンに赴任

す るまでの寄航 地、ア メ リカ大陸 を横断 して帰国す

る途 中 と、行 く先 々で さまざまな異 文化、異な る生

活環境 と習慣 に接す ることができる、恵 まれた時期

で した。多 くの博物館 ・美術館 に も、精力的 に出か

けてい ます。 なかで も、強烈な印象 を受 けたのは、

ス トックホル ムにあるスカ ンセ ンで した。1891(明 治

24)年 につ くられ た世界初の野外博物館 です。ここに

は、ス ウェーデ ン各地の さまざまな民家 と、官公庁

な どに使 われ ていた建物 な どが移築 されてい ます。

そ こで、今か ら200～300年 くらい昔、つ ま り、18

世紀 頃の生活 を再現展示 しているのです。屋内外に

大勢 のス タッフがいて、 当時の人たちの装束 を身に

つ けて、当時 の生活 を再現 してい る。私た ち見物人

は、それ こそ タイ ムス リップ した感 覚になる、そ う

い う博物館 で した。

そん なスカ ンセ ンのガイ ドマ ップ と、 とて もよ く

似 た図を、今和次郎が描 き残 してい ます。強 く薦 め

られ たか らで しょ うか、敬三 よ り数年遅れ て、彼 も

スカ ンセ ンを訪 ねてい ます。だか ら、彼 が描 いた図

には、並々な らぬ臨場感が あ ります。

ヨー ロ ッパの野外博物館 は、基本的 に、移築 した

オランダ、ジー ミュージアム 洗濯工房

建物 と、その時代 のファ ッシ ョンを、セ ッ トで示 し

て くれ ているので、 きわめてわか りやす く、子 ども

たち も楽 しめる展示 にな ってい ます。 ヤギ、 ヒツジ

な ども放 し飼 いに しています し、農地 を再現 して、

実際に農 作業 を してい る所 もあ ります。町 のパ ン屋

さんや 、靴屋 さん、帽子屋 さんもあれ ば、洗濯工場

では洗 い終わったシー ツを中庭 の芝生 の上 にひ ろげ

て乾か していた り、漁村では刺網 を繕 って いた りも

します。

オランダ、ジーミュージアム 木挽き家具職人

スウェーデン、世界最初の野外博物館スカンセン 糸紡ぎ

この よ うに、 ヨー ロ ッパには、往年 の生活 を再現

してい る屋外 博物館がた くさんあ ります が、スカン

セ ンは、あき らか に、渋 沢敬二が構想 していた民族

学博物館 のモデル で した。

ちなみ に、世界最初の民族学博 物館 といわれ るの

は、オ ランダのライデ ンにある国立民族 学博物館 で

す。 ここは、シー ボル ト ・コ レクシ ョンをべ 一スに

していて、なぜ か、 日本 の歴史の教科書に シーボル

トだ けが大き く紹介 され ているた めで もあ るので し

ょうが、今で もライデ ンの博物館 とい えば、 シーボ
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ル ト・コレクションだ と、多 くの人たちがそ うい う

イメージを抱いて見学に出かけます し、また調べに

も行きます。

実際には、シーボル ト・コレクションに匹敵する

くらいの、出島のオランダ商館長たちによってつく

られたコレクションの一部なども、この博物館には

収蔵 されています し、いろいろあるのですけれどね。

敬三は、ライデンの博物館にも出かけていったか

なと思ったのですが、まだ、私にてがか りはあ りま

せん。アムステルダムには、行っています。

(5)資 料台帳を読む

帰国後の敬三は、アチック ・ミューゼ アムの同人

たちとともに、本格的な収集活動を始めます。最初

につくられた資料台帳は 『おもちゃ箱原簿』 と名づ

けられています。その冒頭に登録 された資料名は、

1925(大 正14)年 で｢猿｣と あります。あの頃の郷

土玩具研究の風潮に沿った研究サークル とでもい う

ような趣 をもってスター トしたからです。

現在、その所在が確認できる 『おもちゃ箱原簿』

は、2冊 です。その1冊 目の中表紙に、初期の同人

10名 の氏名が記 されています。2冊 目も同 じような

体裁で、こちらは1928(昭 和3)年 から始まってい

ます。

自分たちの玩具研究を指導 してもらお うと、当時

の名だたる収集者たち、研究者たちを招いて、勉強

会な ども開いていました。たとえば、有坂与太郎。

この方のコレクションがたくさん寄付 されています。

余談にな りますが、この 『おもちゃ箱原簿』にみ

えている同人の田中薫は、神戸大学で教鞭をとるこ

とになって関西に赴任 されたのですが、奥様が田中

千代さん。服飾デザイン学院の院長 さんだった方で

すが、世界の服飾コレクシ ョンが、わたしどもの博

物館に寄付されま した6収 集資料を介 して、お二人

が｢み んばく｣で 再会 されたのは、何かのご縁か と

の思いもあります。

保谷の民族学博物館では、あらたに用意 した資料

台帳に、まず 『おもちゃ箱原簿』の登録順に転記 し

ていきま した。保谷時代の資料台帳は、連番で16

冊が残 っています。国に寄贈することになったとき

に、宮本馨太郎 を中心に、何度も何度も点検 し、数

え直 して、行方不明になっている資料についてもで

きるだけ捜 してと、ずいぶん苦労 していました。16

冊の台帳を繰れば繰 るほど、こんなに並々ならぬ努
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力があったのか と、そのことが伝わって くるのです。

神奈川大学 日本常民文化研究所は、アチック ・ミ

ューゼアムの後身です。その研究所が所蔵 している

これ らの台帳をすべてお借 りしてきて、複写 したこ

とがあ りました。 もちろん、ご許可をいただいての

ことです。そして、未登録資料だけでなく、登録済

みの資料 も含めて、もう一度、内容を確認 している

最中なのです。すると、先ほどお話 ししましたよう ・
モ こ

に、ずいぶん齟齬があるのだとい うことが、あきら

かになってきたのです。こうい うことは、恥ずか し

いことなのですが、コレクションというものは、移

動すればするほど、やは り、どうしても、こうした

トラブルをひき起 こしやすいのです。アチ ック ・ミ

ューゼアムのコレクションも、保谷へ、戸越へ、吹

田へと、何度 も引っ越 しを重ねてきました。その移

動にともな う点検を経るごとに、なんらか、 どこか

が、おか しくなってきている。記述を比べてみます

と、わかってきます。

アチック ・ミューゼアム の活動の初期、玩具研究

をめざしていた頃の収集資料には、やたらと｢猿｣

がたくさん登録 されています。それはなぜか といい

ますと、第1回 会合以来、採集原票のスタイルを定

め、台帳 も用意 して、本格的に収集に乗 り出そ うと

したときに、彼 らは｢何 を集めるのがよいのだろ う

か｣と も議論 しました。そ して、決めたのが｢全 員

の干支にちなんだ玩具を集めよう｣と いうことだっ

たのです。敬三は申年でしたが、仲間が東大の同級

生だった り、二高時代の同級生だったりと、同年代

だから申年生まれが重なったのです。

アチック ・ミューゼアムの最初の収蔵資料のうち、

今も残 って資料 として、いちばん若い番号があるの

も｢猿｣で す。二高時代の親友中山正則が1921(大

正10)年 に収集 したものです。その前の｢ぬ い ぐる

み｣2点 も｢さ る｣で す。ただ、これら2点 には｢所

在不明｣の スタンプが押 してあります。国への寄贈

に先立つ点検で、見つけだせなかった資料の一部で

す。なかには、ネズミにか じられてしまった資料も

あったそ うです。

保谷時代の台帳は、最後は35,000番 台で終わっ

ているのですが、途中、番号が飛んでいるところが

あった りして……。とい うのは、初期には毎年1,000

点をメ ドに収集す る考えでいたようなのです。最初

は、 目標の1,000点 に達 しない ときは、翌年度は

2,000番 から始めるとい うことだったらしくて、欠



番がた くさんあるのです。 これには、ずいぶん悩 ま

されま した。今も、また別の理由による欠番に泣か

されていますが……。

何度 も台帳を繰ってみて、そうい う登録の仕方も

理解できるようになります と、この番号は、アチッ

ク ・ミューゼアムのもので、保谷でも引き継がれた

番号だとか、文部省史料館に移す ときに新たにカウ

ン トされた番号だとか、徐々にわかるようになって

きま した。一方、一つの資料に、いくつか異なる番

号が付されていることもあります。それは、何回も、

何回も、確認 し直し、照合 し直 して、正 しい番号へ

近づけていくための、血のにじむ思いの作業だった

のだろうと思います。そ うい うことを、3万 点ほど

の資料に対してやっていたわけです。

しか し、そ うしていただいたおかげで、現在の｢み

んぱく｣の 常設展示に役立てることが可能になった

のです し、収蔵 している資料についても、各地の博

物館の展覧会などでも活用 していただけるように、

下地 を整えることができるのです。ただ、まだ私た

ちの努力が足 りなくて、完全に整理するには、もう

ちょっと時間がかかるだろうとい うのが実情です。

(6)｢高 橋｣｢文 太郎｣を 検索する

最後に、高橋文太郎の収集資料をみてみましょう。

｢高橋｣｢文 太郎｣と い う姓 と名 を組み合わせて確認

できた、つま り、ヒットした資料についてです。

画像データベースでは、54点 を確認できます。そ

れ とは別に、保谷当時の台帳との照合、資 料に直接

付けられている採集カー ド、これは、正方形の荷札

のようなかたちをしています。そ うい うものから探

し当てた資料数は、全部で56点 でした。ただし、

問題があ ります。

保谷の頃の台帳 と照合 しなが ら整理 してみたの

が、お手元の一覧表です。保谷時代の台帳でカウン

トしてみると、未登録資料のなかから検出できそ う

な資料 も少なくないことがわか ります。まだ誰の収

集かわからない資料の多さを慮る と、高橋の収集

した資料は、もう少 し点数が増 える可能性は高いか

もしれません。保谷時代の台帳に、高橋文太郎の収

集 として載っていた資料は73点 で した。

さらに、学ぶ会の高田さんが中心になって整理 さ

れたものが2枚 目の表です。三者を比べてみると、

ずいぶん｢揺 れ｣が あります。これは、私の整理作

業が芳しく進んではいない、データベースが未成熟

渋沢敬三と民族学博物館

だからということもありますが、あきらかにおか し

いとい うものもあ ります。｢東 印度(ジ ャワ)｣と す

る｢笠｣は 、その一例です。高橋文太郎が、ジャワ

から、なぜ笠1点 だけを収集 してきたのか。記入の

段階で、資料を取 り違えたのだと思います。

保谷時代に使用 されていた台帳の収蔵番号 と合

致するものを見いだせない資料が、未登録資料のな

かに残っている可能性 もあ ります。文太郎の収集 と

して確認 した73点 の資料に限っても、データ整理

にかかわる トラブルがいろいろ起 こっています。だ

から整理に困難をきわめているのです。

当然の話ですが、博物館のデータは身分証のよう

なものです。それを整理する仕事が、いかに慎重で

なければならないか。そのことを、資料整理を通 じ

て感 じてお ります。

みなさんの｢高 橋文太郎の軌跡を学ぶ会｣の 、今

後の活動が楽 しみです。私たちも、少 しでもお役に

立てることがあったらお手伝い させていただきます。

きょうは、どうもありが とうございました。

(文中写真 ・筆者撮影)
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容8一 日用品の二〇世紀一』(ド メス出版2003)、 『図

説大正昭和 くらしの博物誌一民族学の父 ・渋沢敬三 と

アチ ック ・ミューゼアムー』(河 出書房新社2001)、

『ねがい ・うらない・おま じない一欲望の造形』(監修 ・
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国立民族学博物館所蔵 高橋文太郎収集資料

唯弄1フ‡£ γ・71-5R.5こ づコ

国立民族学博物館｢標 本資料詳痢0情報データベース(館内噂用)｣よ り抽出

{・i川｣也

2009向 三玉1Jl8日(丙 己マ†it改f1斗1/3)

HOO15009 竹筒(奉納 用)

柿縫ぐるみ(奉 納川)

削 り懸け

幣串(奉 納用)

猿 と 柿(奉 納用)

布片(奉 納用)

概(カ ンジキ)

粟穂稗穂(削 リ懸け)

背黄具(セ オイグ)

弓矢（俸 納用)

アテキ
F

草履(ゾ ウリ)

下駄(竹 製)

シルジャクシ

杓子

スキー(玩 具)

草鞋田下駄

飯篭(ア ジカ)

飯篭(二 升アジカ)

掘 り棒

銭篭

脛巾

篭(背 負用,竹 製)

篭(背 負用,竹 製)

輪 櫟(採 集者4,な し)
σ

脛巾(葡 萄皮製)

ウ ミゴ(キ ビズアテ)

束京府　北多摩郡

東京府　板僑区　石神井

群偽県　群 馬郡　伊香保町

東京都　北多摩郡

東京都　北多摩郡

東京都　北多廃郡　村山村

岐阜県　吉城郡　上宛村

東京都　北多摩 郡　保谷ll!了

鹿児島県　肝属郡　内之浦1町

鹿児島県　肝属郡　内之llll町大字 小国

岐阜県　大野郡　高111町

岐 阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山田T

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高出町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

2049

21〕50

2256

2257

2258

2262

2274

2491

3039

3041

3611

3612

3613

3614

3615

3616

3617

3618

3619

3620

3621

3622

3623

3〔524

3625

1娼26

3627

3628

3629

llOO15010㎜一
HOOI5238

lioO15239

110015240

HOO15248

HoO15260
,

HOO15486一

1{(》016010

!1001{～0旦

llOO1モ㍉431

ll〔,OI6432

iloo16433

110016434

HOO16435

璽0016436

HOOI6437

mO】6438

110016439*

工1⑪016440*

llOO】6・141*

ll{1016442
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2009勾 三 11 月 8 日 (配布 資 料2/3)

｢a    ;i
o    ' ・1・-Lt

HOOi6443 爪掛(藁 製)

ツマゴ

ウソrゴ ンゾーワラジ)

鞘(籐 皮製,鍔 三用)

蓑(少年用)

貸(背 負用,竹 製)

沓(革 製)

手袋(画 侮なし)

山袴

足半草履

銭袋

彼り物

脛巾(1曳彗製ノ

ハクチョウ(け もσ)の皮)

餅(信 仰用)

う

手提げ行灯(ロ クカク)

角型行灯

笠

婚礼用馬鞍(購 入)

藁 沓

行燈

蚊遣
・

篭(竹 製)

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　大野郡　高山町

岐阜県　高山市　日本人

秋田県　仙北郡　桧木内村　大宇　上桧木内

秋田県　仙北郡　桧木内村　大字　上桧木内

秋田県　北秋田郡　荒瀬村　字　根子

秋田県　北秋田郡　荒瀬村　字　根子

秋田県　北秋田郡　荒瀕村　字　根子

秋田県　北秋田郡　荒瀬村　宇　根子

秋田県　北秋田郡　荒瀬村　字　根子
   、

秋田県　仙北郡　桧木内村　大宇 上桧木内

秋田県　仙北郡　桧木内村　大字　上桧木内

秋田県

新潟県　西頸城郡　小滝村　小滝

埼玉県　入間郡　吾妻村

       重複 登録につき抹消 →

東印度 ジヤワ(イ ンドネシア共和国)

山形県　南村山郡　金井村　黒沢

       重複 登録につき抹消

新潟県　西頚城郡　小瀧村　大宇　大所

新潟県　西頚城郡　小瀧村　大字　大所

新潟県　酉頚城郡　小瀧村　大字　大所

新潟県　西頚城郡　小瀧村　大字　大所

  3630

  3631

  3632

  3633

  3634

  3639

宇 寺 村

  6099

宇 寺 村

  6100

  6且Ol

  6102

  6103

  6104

  61⑪5

字 寺村

  6】06

宇 寺村

  6107

  6122

 10034

 11997

 20750

 12Q34

 12133

 20708

 2G239

 20240

 20241

 20242

HOOI6444

HOO 16445

HOO16448*

HOO17861

HOO17862

HOO17863  一

HOO玉7864

{{0017865

110017866

1{0017867

縫0017868

HOOI7891 

巨OO21870

HOO24366

HGO23863の

HOO23864

llOO23865

HOG23866
}
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2009年11月8日(配 布 資料　3/3)

標本番号

標本名 使用地 旧番号

HOO23867

魚嚇 ウ

斧

木地(椀)

木地(椀)

木地(盃)

木地(薫 付汁椀)

木地(盗 付汁椀)

笠(菅 製)

笠(菅 製)

笠(鰻 頭形)

笠(饅 頭形)

鐸帽子

ケラ

提灯(篭 製)

稲刈鎌

鋸鎌(イ ネカリガマ)

角行灯

下駄

下駄

下駄

秋田県　仙北郡 桧木内村大字 上桧木内 字

新潟県　西頚城郡　小瀧村　大字　木地屋

新潟県　西頚城郡　小瀧村　大宇　木地搬

新潟県　西頚城郡　小瀧村　大宇　木地崖

福島県　耶麻郡　奥川村　大字　飯根　字　弥平四郎

福島県　耶麻郡　奥川村　大字　飯根　字　弥平四郎

福島県　耶麻郡　奥川村　大字　飯根　字　弥平四郎

新潟県　北蒲原郡　赤谷村

薪潟県　北蒲原郡　赤谷村

秋田県　由利郡　上笹子村

秋田県　由利郡　上笹子村

秋田県　由利郡　上笹子村

秋田県　由利郡　上笹子村

秋田県　雄勝郡　西馬内町

秋田県　雄勝郡　西馬内町

秋田県　由利郡　上笹子村

埼玉県　入間郡　吾妻

鹿児島県　鹿児島市

鹿児島県　鹿児島市鹿児島

県　鹿児島市

寺 村

20243

20244

20245

20246

20248

20248

20249

20741

20742

20743

20744

20745

20746

20747

20748

2Q749

20750

20751

20752

20753

與0023868

lioO23869

旦{0023870

1給0238マ1

llOO23873

llOO24402

HOO24403

HOO24404

月0024405一一
1i⑪024406一

薙0024407

HOO24408

llOO2る409

卜10024410

登鍵56点 73点
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渋沢敬三と民族学博物館

高 橋 文 太 郎 収 集 民 具 一 覧(表4-3)

ア ヂ ッ ク ミ ュ ー ゼ ア ム 所 蔵 目 録 に よ る 国 立 民 族 学 樽 物 館 所 蔵 目 篠 に よ る
  一 一 皿 一

野繊欝発  民 異 名

一一一 一

収 集 地 収集圏: 右鞭NO

3611 アテキ

12 竹草履(バ ンバン)

13 竹下駄

14 シルジャクシ

15 メシジャクシ 12

16 スキジャクシ 妓卓県 高山 S92

17 草 継 κ 〃 10

18 田下駄 " " 13

竈9 飯 篭 " 〃 ,14

3620 飯 篭 " 〃 ?14

21 稲クジり 〃 〃 ?15

22 ゼニカゴ 〃 " 16

23 脚 絆 〃 " 17

24 オネカゴ " "

25 ヒラゴーザ 〃 "

26 マルゴーザ " 〃

27 輸 棉(氏名空欄) " 〃

28 脛 巾 " " ?21

29 ウゴミ " 〃

3630 ツマゴ " 〃 ?22

31 ツマゴ " " ?22

32 ウソ " 〃

33 藤皮蛇鞘 " 〃 23

34 襲 " 〃 24

6099 カワタビ 秋田県 仙北郡桧木内 S闘.3.9 26

6100 テウエ ''      " " 27

101 ハカマ " 荒瀬 " 28

102 アシダ(ナ)カ "       〃 " 29

103 ゼンブクロ 〃      〃 "3 .7

104 フロシキ ''     " 〃39

105 ハンバキ "      〃 〃3,9 3書

IO6 ハクチ員ウ '{ 桧木 内 "3.7

m7 カネ笹チ 〃       " "3.7 32

6122 ウ S?.3、27 33

10034 尋…拠行灯 新潟県西頚城郡小滝村小篇 S13.9 36

11997 角形行灯 埼玉県入間 郡吾妻村 S13.5

12133 婚礼用馬鞍(購入) 山形県驚村山郡血井村無沢 S13.7｣8

20,239 藁 靴 新腐県西頚城邪郡小湾村大所 S13.9 35

240 回ッカク(六 角) " ・ "

241 爆 し " 〃 37

242 竹 篭 ビク " 〃 38

243 魚嚇し ウ 秋田県 仙北郡桧木内 S11.3

244 チ翁一ナ ナカキリ 駈潟県頚城郡小滝村木地厘 S13.9 39

245 木地(椀)ナ カクり 〃 " 40

246 木地(椀)ナ カクリ 〃 " 41

247 木地(盃)アラガク 福島県耶麻郡奥川 S12.10 42

248 木地僚 付汁椀)ナカホリ 〃 〃 43

249 木地(董付汁椀)ソ コホリ " 〃 44

20741 曽 笠 新潟県 北蒲原郡赤谷 S12.3 45

742 菅 笠 " 〃 46

743 饅頭笠サクラドメ 秋田県 由利郡上笹子 S14.5 47

744 饅顕笠パクロガサ μ " 4臼

フ45 蒐帽子ミノポッチ " " 49

746 ケラ " 〃 50

747 篭 提灯カゴチョーチン 秋田県 雄勝郡西馬内 "

748 鎌イネカリガマ " σ'

749 鋸 鎌 秋田県 由利都上笹子 "

20750 角行燈 埼玉県 入聞郡吾妻 S13.5

751 ヒツタイ下駄 厩児島在 S11 51

752 ヒツタイ下駄 〃 ? 52

753 ヒッタイ下駄 〃 ? 53

NO

 嘔 一 

 棟本番q

              一一 一

標  本  名

8 Hl5009 泰納用竹簡

  使用地は東京都北多摩郡久留米村

2 H15010 泰納用縫いぐるみ(柿}

  使用地は東京都板橋区石神井

3 H15238 嗣り掛け

  使用地は 群馬県騨偶灘伊香保町

4 H12539 応納用幣鵬
     '

  便用地は 東京都北多摩郡

5 H15240 粥納用縫いぐるみ(柿)

  使用地は 藁京都北多魔郡

6 田5248 轡納用 布切れ

  使用地は東京都北多摩郡村山村

7 H冒5260 かんじき        ・

  使用地は岐阜県吉城郡上宝村

8 H15486 削り樹け(粟稿稗穆)

  使用地は稟京郁北多摩郡保谷町

9 H16010 背負い運搬具(シカタ)

  農児島県肝属郡内之浦町

窟10 H16431 草履

日 Hl6432 下駄

  妓真県大野郡高山町

ゆ12 H16433 飯用 杓子

寧13 Hl6434 田下駄
寧14 田6435 飯籠
傘15 H16436 堀り樽

"10 H16437 銭籠
孝17 H噛6438 脚絆(はばき)    '

寧1a 棚6439 運搬真(背負い籠》

判9 田6440 運搬具(背負い痛)

20 H16441 揖本名は空欄.使用地は岐阜県高山町
寧21 H16442 脚絆(はばき)

廓22 H10443 履物用爪掛け
■23 H16444 蛇用鞘
■24 H16445 墾子用蓑

25H睡044a 運搬具(背負い嫡)使 用地は岐庫県窩山町

霞26Hη861 靴

ゆ27H17862 響…袋

率28H17863 仕事着(山拷)

傘29卜117804 足半草履

30 田7806 被り物

串31 H17867 脚鰍 はばき)
寧32 H17868 信仰用餅

■33 H17891 橿物(ウ)

34H21870 笠 使用地は空欄

寧35H23863 凝沓

寧3⑤ H238e4 行灯
寧37 "23865 蚊遺り具

零38 H238e6 籠

率39 H23807 手斧

嘱0 H238⑤8 汁椀(制作途中)
寧41 H23869 汁椀(制作逸中)
申42 H23870 汁椀(制作途中)

寧43 H23871 汁椀く斜作途中)(釜付き)
掌44 H23873 汁椀(鋼作遼刺(董 付き)

寧45 H24402 笠

寡46 H24403 笠

宇47 H24404 笠

寧4e H24405 笠
ゆ49 H2440θ 綾帽子(爾 、曽用)

廓50 H2440? 提灯 使用地 ・

鄭51 H24408 下駄

    .筏欄収集地と同じものは省
賂。

鷹 鵡お瑚麟 禺9・中52 H24409 下駄

寧53 H24410 下駄

23



講演会

InfoLib 標本資料詳細情報 テータペース〔暫定版、館内限定 ・簡略画面

24



渋沢敬三と民族学博物館

25


